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「暮らしやすさ実感都市　伊勢原」
をめざして

ごあいさつ

伊勢原市長

　本市は、昭和４６（1971）年の市制施行以来、５次にわたる総合
計画を策定し、その時代の要請に応えながら、無二の自然と歴史
文化が魅力の首都近郊都市として、順調に発展、成熟してまいり
ました。

　本市においても、今後、本格的な人口減少・少子高齢社会が予測され、人口構造の変化が
もたらす様々な課題への対応など、これまでに経験したことのないまちづくりが求められて
います。また、デジタル社会への移行や環境への配慮など、社会的課題にも各分野で積極的
に取組を進める必要があります。

　こうした変化の激しい時代に、将来を見据えた持続性の高いまちづくりを進めるため、新
東名高速道路の今後の全線開通をはじめ、日本遺産「大山詣り」に代表される数多くの文化
財や充実した医療環境など、本市の特性や強みである「伊勢原らしさ」を最大限生かした存
在感と独自性のある都市を目指してまいります。また、伊勢原駅北口地区市街地再開発や鉄
道交通と連携した新たなまちづくりなど、伸び代と可能性のある明るい希望が持てる都市を
創造してまいります。

　第６次総合計画では、そうしたまちづくりへの想いを込め、１０年後の都市像に、「人と
自然と歴史が織りなす 暮らしやすさ実感都市 伊勢原」を掲げ、安心して暮らせる地域社会
の実現と、生活の質や利便性の向上を図り、誰もが暮らしやすさを実感できるまちづくりを
進め、住み続けたいまち、選ばれるまちをめざしてまいります。

　結びに、本計画の策定にあたり、市民の皆様をはじめ、総合計画審議会や市議会など、関
係する多くの方々に御意見・御協力を賜りましたこと、厚くお礼申し上げるとともに、決意
を新たに元気な伊勢原を築いてまいりますので、引き続き御支援と御協力を賜りますようお
願い申し上げます。

　　令和５年３月
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